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村
内
５
校
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ

来
年
、令
和
２
年
４
月
、新
生
う
ん
な

中
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。新
中
学
校

に
送
り
出
す
父
兄
、
こ
れ
か
ら
通
学

す
る
生
徒
た
ち
に
は
学
校
環
境
の
変

化
に
伴
い
、不
安
に
か
ら
れ
心
の
動
揺

も
隠
せ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。生
徒
た

ち
が
の
び
の
び
と
学
園
生
活
が
送
れ

る
よ
う
父
兄
、
生
徒
の
不
安
を
払
拭

す
る
思
い
で
質
問
し
ま
す
。う
ん
な

中
学
校
が
来
年
開
校
し
ま
す
。建
設

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
進
捗
状
況
は
現
場
を
確
認
し
て
、教

育
長
も
工
程
会
議
に
参
加
し
、現
場
責

任
者
か
ら
順
調
に
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　
中
学
校
統
合
推
進
協
議
会
の
専
門

部
会
は
、何
部
会
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
部
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
、
教
育
課

程
及
び
事
務
部
会
の
３
部
会
。

　
　
そ
の
役
目
、分
担
、所
掌
は
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
部
会
で
、校
名
・
校
歌
・
校
章
、

制
服
等
、
統
合
校
へ
の
移
転
計
画
。Ｐ

Ｔ
Ａ
部
会
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
編
成
、

役
員
選
出
方
法
、通
学
路
、通
学
方
法
、

安
全
対
策
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計

画
。教
育
課
程
及
び
事
務
部
会
で
、
教

育
課
程
、
設
備
、
備
品
、
そ
の
他
統
合

移
転
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
今
ま
で
会
議
を
し
て
、
部
門
で
決

定
し
た
も
の
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
校
名
、
制
服
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
規
則
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
法
は
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
難
解
な
決
定
事
項
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
平
成
３０
年
度
で
こ
の
協
議
会
、全
体

協
議
会
を
含
め
延
べ
１９
回
開
催
し
、校

名
等
を
決
定
す
る
際
に
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
、村
民
、児
童
生
徒
への
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
協
議
を
重
ね
う
ん
な
中
学
校
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
制
服
に
つ
い
て
も
、
価

格
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
等
に
投
げ

か
け
て
調
査
し
な
が
ら
決
定
し
た
こ
と

で
す
。

　
　
統
合
後
の
生
徒
数
、
学
級
編
成
は

ど
う
す
る
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
開
校
時
の
生
徒
数
で
す
け
ど
、恐
ら

く
３
１
５
名
か
ら
３
２
０
名
の
間
に
な

る
と
想
定
し
て
お
り
、
１
年
か
ら
３
年

ま
で
各
３
学
級
、
そ
れ
に
特
別
支
援
学

級
３
ク
ラ
ス
の
計
１２
ク
ラ
ス
に
な
る
予

定
で
す
。

　
　
う
ん
な
中
学
校
の
目
指
す
学
校
、

生
徒
像
、ど
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
目
指
す
学
校
像
で
、生
徒
が
通
い
た

い
、
保
護
者
が
通
わ
せ
た
く
な
る
、
地

域
と
と
も
に
つ
く
る
信
頼
さ
れ
る
学
校
。

生
徒
像
と
し
て
、自
分
で
考
え
自
律
的

に
行
動
、
夢
や
希
望
を
持
って
目
標
達

成
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
、
自
他
の

生
命
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
あ
る

生
徒
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
各
種
委
員
会
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
委
員
会
、
環
境
整
備
委
員
会
、

保
健
体
育
委
員
会
、広
報
委
員
会
、文

化
教
養
委
員
会
、
校
外
生
活
委
員
会

の
６
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
　
今
ま
で
の
先
生
を
う
ん
な
中
学
校

に
赴
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
教
職
員
人
事
配
置
は
、
中
学
校
統

合
と
い
う
特
殊
な
事
情
で
中
頭
教
育

事
務
所
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
統
合
を
し
た
場
合
の
学
校
評
議
員

会
は
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
統
合
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

いって
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
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「
う
ん
な
中
学
校
」
開
校

に
向
け
て

仲
田
　豊
　議
員
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村
内
漁
港
に
放
置
さ
れ
た

廃
船
に
つ
い
て

　
　北
西
部
四
村
観
光
連
携
型
事
業

（
島
墾
事
業
）に
つ
い
て
は
、平
成
１１
年

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。米
軍
基
地
所

在
市
町
村
で
あ
る
恩
納
村
の
事
業
と

し
て
、
村
の
養
殖
施
設
を
伊
是
名
村
、

伊
平
屋
村
、伊
江
村
に
設
置
し
て
、養

殖
し
た
水
産
物
を
村
漁
協
に
集
荷
し
、

村
の
観
光
と
連
携
し
て
販
売
す
る
目

的
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

七
、
八
年
間
は
ト
コ
ブ
シ
や
ヒ
ラ
メ
、

ミ
ー
バ
イ
な
ど
が
順
調
に
村
漁
協
に

集
荷
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
現

在
ま
で
集
荷
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
の
三
村
の
養
殖
事
業
の
稼
働
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　三
村
の
稼
働
状
況
は
、
伊
江
村
は
、

タ
マ
ン
、
ヤ
イ
ト
ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）の
飼

料
の
倉
庫
と
し
て
は
活
用
し
て
お
り
、

今
後
は
、新
た
な
品
目
の
試
験
で
利
用

す
る
予
定
と
の
事
。伊
是
名
村
に
つ
い

て
は
、
海
ぶ
ど
う
の
養
殖
に
活
用
し
て

い
ま
す
。伊
平
屋
村
に
つ
い
て
は
、
ヤ
イ

ト
ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）の
養
殖
で
稼
働
し

て
い
ま
す
。

　
　伊
江
村
は
稼
働
な
し
、
伊
是
名
村

は
海
ぶ
ど
う
、
伊
平
屋
村
は
ヤ
イ
ト

ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）
と
い
う
事
で
す
が
、

こ
の
連
携
事
業
は
、
村
漁
協
に
集
荷

す
る
と
い
う
約
束
で
、
施
設
が
設
置

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
村

漁
協
に
集
荷
さ
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　伊
平
屋
村
の
ヤ
イ
ト
ハ
タ
（
ミ
ー
バ

イ
）は
、
県
内
の
仲
卸
業
者
と
契
約
し

て
お
り
、
県
内
で
消
費
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
　初
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
な
く
、

村
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
く
残
念
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。２
番
目
の
質
問
に
移
り

ま
す
。約
１８
年
が
経
過
し
た
四
村
の

養
殖
施
設
の
老
朽
化
の
現
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　経
年
に
よ
る
劣
化
は
、
鉄
部
分
に
つ

い
て
は
腐
食
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀
裂
、

屋
根
部
分
の
破
損
が
目
立
ち
ま
す
。各

村
で
修
繕
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　三
村
の
施
設
が
、
老
朽
化
や
劣
化

が
進
行
し
て
い
る
事
に
大
変
危
惧
し

て
い
ま
す
。３
番
目
に
村
外
施
設
の
無

償
譲
渡
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　三
村
の
担
当
に
は
意
向
の
確
認
を

し
て
い
る
。今
後
は
村
の
確
認
を
得
て
、

事
業
の
主
管
の
沖
縄
防
衛
局
と
調
整

し
て
進
め
た
い
。

　
　故
人
の
漁
船
や
遊
漁
船
、
使
用
不

能
な
廃
船
、
利
用
し
て
な
い
船
な
ど
、

約
５０
隻
余
り
が
無
造
作
に
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。漁
協
設
立
か
ら
約
４７
年

に
な
り
、
村
の
負
担
と
な
る
廃
棄
処

分
の
費
用
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
、

村
の
漁
港
管
理
規
定
の
見
直
し
と
、

早
期
処
分
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

村
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　漁
港
の
環
境
美
化
、漁
港
利
用
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
、
県
の
放
置
漁

船
の
処
分
に
関
す
る
要
領
に
準
じ
た

基
準
の
作
成
を
検
討
し
た
い
。
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北
西
部
四
村
観
光
連
携
型

事
業（
島
懇
事
業
）に
つ
い

て 金
城
　重
治
　議
員

前兼久漁港


